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研究者
情報蛍光体材料開発手法であるコンビナトリ

アルスパッタ成膜技術を用いて、EL用に
加えて、色変換用薄膜蛍光体及び多機能
蛍光体薄膜の研究開発を実施していま
す。また、酸化物半導体を用いる高効率
な低電圧駆動新型EL デバイスの開発に
チャレンジしています。

蛍光体材料及びその応用デバイスの研究開発
透明な金属／太陽電池／酸化物半導体／次世代型高変換効率デバイスキーワード

強誘電体セラミックスを基板兼絶縁層に採用するELデバイスを提案
し、低電圧駆動で高輝度発光を実現しています。また我々は、50年以
上の無機EL研究開発の歴史上初めて、薄膜発光層として硫化物蛍光
体以外に酸化物蛍光体を用いて高輝度発光を実現しています。
新規な蛍光体材料開発手法として、効率良く組成や不純物含有量
の最適化が可能なコンビナトリアルスパッタ成膜法を開発していま
す。また、多元系酸化物蛍光体材料の開発に加えて、無機ELの効率
改善や低電圧駆動化、及びフレキシブルELディスプレイ・ランプの実
用化に取り組んでいます。
蛍光体の特性評価装置、及び各種の物理的、化学的成膜技術を保
有しています。開発した酸化物蛍光体粉末、セラミックス絶縁層形
薄膜ELデバイス及び薄膜ガラス上に作製した曲がるシースルー酸
化物薄膜ELデバイスそれぞれの発光している様子の写真を示して
います。

セラミックス絶縁層形酸化物蛍光体薄膜ELデバイス 曲がるシースルー酸化物蛍光体薄膜ELデバイス
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